
日　時：10月30日（木）～11月1日（土）
会　場： いわて県民情報交流センターアイーナ（岩手

県盛岡市）
内　容：大会長講演　智田文徳＋松本ハウス／大会特
別講演　浅田次郎／学会シンポジウム「誰がどのよう
に病院などの改革を進めるのか─精神障害者リハビリ
テーションの視座から」／学会特別講演　伊藤順一郎、
末安民生、酒井明夫／シンポジウム「震災からのリカ
バリー─阪神、中越、東日本から描く未来図」
参加費：会員8000円、非会員9000円、当事者・家族・
学生2000円、懇親会6000円
【問い合わせ先】
未来の風せいわ病院
〒020-0401　岩手県盛岡市手代森9-70-1
☎019-696-2055　 FAX  019-696-4185
E-mail：japr-2014-office@i-seiwa.com

日　時：10月31日（金）
会　場： 東京医科歯科大学M＆Dタワー（東京都文京

区）
内　容：講演「医療と自殺」「自殺のリスク評価　特に
病棟におけるリスク評価」「病棟における自殺予防対
策」「自殺者が出た時及びその後の対応」高橋祥友
定　員：250名（定員になり次第締め切り）
参加費：会員2000円、非会員4000円、学生1000
円
【問い合わせ先】
日本社会精神医学会事務局：大河内
 FAX  03-3462-1185　☎03-3462-1184

日　時：10月31日（金）～11月1日（土）
会　場：仙台国際センター（仙台市青葉区）
内　容：［市民公開講座］（10月30日）「100年後の
人々へ─福島原発事故と放射能の真実」小出裕章／「東
日本大震災と東北─被災地の小説家が見ているもの」
熊谷達也／大会長講演「転換期─私たちはどこへ行く
のか」原敬造／記念講演「造反有理─精神医療・保健福
祉の転換期へ」立岩真也／シンポジウム「東日本大震災
とメンタルヘルス」「『障害者権利条約』時代の病院・地
域精神医療を問う」「隔離・身体拘束の実態と人権擁護
（理事会シンポジウム）」「転換期─どう変わる精神保
健・医療・福祉」／精神科薬剤セミナー「薬剤師による
処方提案はなぜ必要なのか？」
参加費：会員9000円、非会員1万円、当事者・家族・
学生はどちらも2000円、懇親会6500円（定員にな
り次第締め切り）
【問い合わせ先】
原クリニック内事務局：渡部裕一
〒981-0913　宮城県仙台市青葉区昭和町2-25　

日本精神障害者リハビリテーション学会
第22回いわて大会

看護師のための社会精神医学セミナー

第57回日本病院・地域精神医学会総会

HCビル
 FAX  022-274-5134
E-mail：info@57byochisendai.jp

日　時：11月3日（月・祝）13：30～ 16：30
場　所：滋賀医科大学
講　師：井上ウィマラ（高野山大学）
内　容：マインドフルについての講義と呼吸法の演
習。
定　員：30～ 40名
参加費：無料
①氏名、②所属、③職業、④参加人数を明記してメー
ルmhnkensyu@gmail.comへ。

日　時：11月14日（金）12：25～ 16：05
会　場：津田ホール（東京都渋谷区）
テーマ：家族と当事者からみた精神科医療・精神医学
内　容：「家族・当事者・精神科医をやって、思うこと」
夏苅郁子／「家族としての体験から学んだことと、精
神医療保健福祉に望むこと」中村ユキ／「当事者として
自己を見つめる。そして、仲間の存在」松本ハウス／「精
神科医として、研究者として、子供として」糸川昌成
定　員：490名（先着順・事前申込制）
参加費：無料
Eメールまたは往復ハガキで、事前に申し込みの必要
あり。申し込み方法の詳細は、http://www.igakuken.
or.jp/event/sympo/sympo04.html
【問い合わせ先】
東京都医学総合研究所　普及広報係
〒156-8506　東京都世田谷区上北沢2-1-6
☎03-5316-3109
E-mail：symp@igakuken.or.jp

日　時：11月15日（土）～16日（日）
会　場： とりぎん文化会館　小ホール第2会議室（鳥

取県鳥取市）
内　容：大会長講演「アディクションの拡がりと鳥取
アディクション連絡会設立まで」山下陽三／シンポジ
ウム「いま、司法と医療の連携を考える～更生と回復
のあいだで」三浦恵子・藤岡淳子・八尋光秀・近藤恒夫・
村山昌暢／教育講演「ネット依存、スマホ依存のいま
（仮）」中山秀紀、「生きのびるためのアディクション（自
傷）」上岡陽江／記念講演「衝動統制障害の考え方と回
復について（仮）」兼子幸一
［市民公開講座］Ⅰ「アルコールと健康（仮）」堀井茂男／
Ⅱ「脳と心、症状と治療」斎藤学
参加費：会員7000円、非会員8000円、学生3000
円。懇親会6000円。市民公開講座は無料（資料代
500円）
【問い合わせ先】
トップツアー鳥取支店（担当：脇田・田中・谷本）

日本精神保健看護学会
教育活動委員会主催研修会

第4回都医学研シンポジウム

第25回日本嗜癖行動学会　鳥取大会
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☎0857-23-2001（平日9：00～ 18：00）
 FAX  0857-27-3327
E-mail：tottori2@toptour.co.jp

日　時：11月28日（金）
会　場： アスティ45　12階／北海道医療大学サテラ

イトキャンパス講義室（札幌市中央区）
講　師：向谷地生良・木村尚美・増川ねてる
内　容：日々の支援で必要なかかわり方のコツや考え
方を伝授。
対　象：精神障害をお持ちの方にかかわるすべての人
定　員：100名（定員になり次第締め切り）
受講料：会員は無料、非会員2000円
氏名、所属、職種を明記し、下記メール、FAXで11
月15日（土）まで。懇親会参加希望も記入ください。
【問い合わせ先】
旭川医科大学医学部看護学科・精神科認定看護師　石
川千恵
 FAX  0166-68-2942
E-mail：chiei@asahikawa-med.ac.jp

日　時：11月29日（土）～30日（日）
会　場：札幌コンベンションセンター（札幌市白石区）
内　容：学術講演「統合失調症と生活習慣病」徳山明広
／「高齢者に対する身体合併症看護の有効な技法を考
える」「自殺未遂者をフォローする～スタッフ教育・多
職種連携・看護職のセルフケア」「改正精神保健福祉法
による早期退院の仕組みを踏まえた退院調整～改正法
施行から約半年を迎えた現場の課題を考える」「ストレ
ングスモデルに基づいたアセスメントと記録～ストレ
ングスマッピングシートを活用して」
参加費：会員1万2000円（学術集会誌付き）／非会員
1万8000円（学術集会誌付き）／学生は無料（学術集
会誌なし）
【問い合わせ先】
トップツアー札幌支店（担当：中山・近藤）
☎011-221-0821（平日9：00～ 18：00）
 FAX  011-222-4357
E-mail：yoshihiro_nakayama@toptour.co.jp

日　時：12月6日（土）
会　場：東京女子医大
話題提供者：高橋葉子、田中美恵子他
内　容：東日本大震災における精神科看護師たちの体
験
申込み締切り：11月19日（水）
①氏名、②所属、③職業、④参加人数を明記してメー
ルmhnkensyu@gmail.comへ。

精神科認定看護師の会　北海道ブロック研修

第21回日本精神科看護学術集会　専門Ⅱ

日本精神保健看護学会
教育活動委員会主催研修会

日　時：12月12日（金）～13日（土）
会　場：仙台国際センター会議場（仙台市青葉区）
内　容：名誉会長講演「自己評価の病理とコミュニ
ケーション」西園昌久／パネルディスカッション
「SST、認知療法、当事者研究を参加者のニーズに合
わせて柔軟に実施する」吉田みゆき・石塚琢磨・向谷地
生良／イブニングセミナー「先達に聴く─前田先生と
語る」前田ケイ／公開スーパービジョン「医療、福祉、
教育、司法各領域エキスパートによる公募ケーススー
パービジョン」
参加費：（～11月15日）（抄録集含む）会員6000円、
非会員7000円、（当日）（抄録集含まない）会員7000
円、非会員8000円。懇親会6000円
【問い合わせ先】
原クリニック内大会事務局　担当：三浦敬二郎
〒981-0913　宮城県仙台市青葉区昭和町2-25　
HCビル
E-mail：201412sst@gmail.com

日　時：3月5日（木）～6日（金）
会　場：富山国際会議場（富山県富山市）
内　容：「生物学的精神医学と社会」鈴木道雄／「社会
精神医学は精神医学実践の鏡」西園昌久／「病棟での自
殺予防とポストベンション」高橋祥友／「社会性の脳科
学」村井俊哉／「職域メンタルヘルス」黒木宣夫／「メン
タルヘルス」関根道和／「早期介入アップデイト」「アウ
トリーチ」
【問い合わせ先】
大会事務局
☎0263-34-7045
E-mail：jssp34@c-linkage.co.jp

日　時：3月6日（金）～7日（土）
会　場：ホテル・ルブラ王山（名古屋市千種区）
内　容：特別講演「摂食障害の心理教育と家族支援」切
池信夫、「双極性障害を知り，伝え，支える」尾崎紀夫
／シンポジウム「若年の統合失調症に対する心理教育
─ARMS・ファーストエピソードを含む思春期・青年
期のサポート」松本和紀・西田淳史・岡田くめ子・白石
直、「うつ病の心理教育と家族支援─病院での心理教育
から地域・企業での支援まで」下寺信次・香月富士日・
菅原誠・松浦清恵
参加費：（～ 1月31日）会員7000円、非会員8000
円、（当日）会員8000円、非会員9000円、家族・学生
はどちらも2000円、当事者はどちらも1000円。懇
親会費5000円
【問い合わせ先】
名古屋市立大学看護学部・大学院看護学研究科内大会
事務局
E-mail：jnpf2015@yahoo.co.jp

SST普及協会第19回学会集会

第34回日本社会精神医学会

心理教育・家族教室ネットワーク
第18回研究集会
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